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我々はDeterministicMA法 として主に繰 り返 し圧縮法を用いて実験を行なってきた｡その結
果､生成物は通常のMA法と変わりないことが分からた｡また､毎回同様の変形を材料に加えら































































次ぎに､もう一つ簡単な例として 圧縮変形が あ る｡ベー カーズ変形 と呼ばれている｡特に､厚
さを半分にして積み重ねる場合､
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この変換は2進展開して書 くと次のようになる｡
xn - 0.ala2a3a4-･
yn -0.blb2b3b4･･･
xn+1 = 0.a2a3a4a5･-
yn+1 - 0.alblb2b3･･･
このように､xからyに一桁づつ移 していることに他ならない｡
一般にはf,9を非線形にした場合が考えられ､二次関数にした場合を次に示す｡
f(y)-4(y-0.5)2
9(I) - (Ill)2
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4 メカニカルアロイングとカオス
メカニカルアロイングとカオスは写像の繰 り返しという点で多くの共通点がある｡カオス理論
を流休の混合に応用した研究【3]はあるがこのように固相の混合に応用 した例はない｡
カオスの本質は引き伸ばしと折 り畳みにある｡そのためカオスになるには桐密に点が詰まった
実関数である必要がある｡ところが我々が扱っている材料は原子からできており厳密に言うと桐
密ではない｡従ってマクロ組織の遷移はカオス理論により説明が付くがたとえ写像の通 り変形が
起こったとしても実際に原子がどのように動いて､例えばアモルファス構造になるかを説明する
ことはできない｡
KAM理論によるとある小さい変形量しか与えられないような写像の時不変 トー ラスができそ
の中と外ではほとんど混じらないことがある【4】｡メカニカルアロイングにおいてもある変形量以
上にしないとアロイングがほとんど進行しないという現象はよく見受けられる｡従って最適に混
合する方法はカオス理論を通じて分かる可能性がある｡
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図 3:Thestructureaftel･5timesofmappilgineq･(12)･
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図4;ThestructureofMAsamplea氏er15
repeatedpressingFe70%Agsample･
